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議 案 第 ９ ７ 号

平 成 ２ ９ 年 度 川 越 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ７ 号 ）

平 成 ２ ９ 年 度 川 越 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ７ 号 ） は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 ）

第 １ 条 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 288,500 千 円 を 追 加 し 、 歳入 歳 出 予 算 の 総 額 を

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 112,538,451千 円 と す る 。

２ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額 並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金

額 は 、 「 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 」 に よ る 。

（ 繰 越 明 許 費 の 補 正 ）

第 ２ 条 繰 越 明 許 費 の 追 加 は 、 「 第 ２ 表 繰 越 明 許 費 補 正 」 に よ る 。

（ 債 務 負 担 行 為 の 補 正 ）

第 ３ 条 債 務 負 担 行 為 の 追 加 は 、 「 第 ３ 表 債 務 負 担 行 為 補 正 」 に よ る 。

（ 地 方 債 の 補 正 ）

第 ４ 条 地 方 債 の 追 加 及 び 変 更 は 、 「 第 ４ 表 地 方 債 補 正 」 に よ る 。

平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 ７ 日 提 出

川 越 市 長 川 合 善 明
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第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算 補 正

 （１） 歳　入 　　(単位　千円)

款 項

14 国 庫 支 出 金 17,860,201    130,600    17,990,801    

１ 国 庫 負 担 金 14,863,949    130,600    14,994,549    

19 繰 越 金 2,613,541    16,200    2,629,741    

１ 繰 越 金 2,613,541    16,200    2,629,741    

21 市 債 9,325,100    141,700    9,466,800    

１ 市 債 9,325,100    141,700    9,466,800    

112,249,951    288,500    112,538,451    

 （２） 歳　出 (単位　千円)

款 項

８ 土 木 費 9,680,483    2,500    9,682,983    

２ 道 路 橋 り ょ う 費 2,792,375    2,500    2,794,875    

９ 消 防 費 5,019,498    5,000    5,024,498    

１ 消 防 費 5,019,498    5,000    5,024,498    

11 災 害 復 旧 費 2,000    281,000    283,000    

１ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 2,000    213,000    215,000    

２ 雨 水 処 理 施 設 災 害 復 旧 費 0    68,000    68,000    

112,249,951    288,500    112,538,451    歳 出 合 計

補 正 前 の 額 補 　 正 　 額 計

歳 入 合 計

補 正 前 の 額 補 　 正 　 額 計
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第２表 繰越明許費補正

（追 加）

款 項 事 業 名 金 額

河 川 災 害 復 旧 １３，０００千円
１土 木 施 設

災 害 復 旧 費
都 市 下 水 路 災 害 復 旧 ２００，０００千円

１１災害復旧費

２雨 水 処 理 施 設
雨 水 処 理 施 設 災 害 復 旧 ６８，０００千円

災 害 復 旧 費
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第３表 債務負担行為補正

（追 加）

事 項 期 間 限 度 額

排水ポンプ車の購入に要する経費 平成29年度から平成30年度まで 50,000千円
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第４表 地方債補正

（追 加）

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

％ 政府資金については、その融資条件により、銀行その

都 市 下 水 路 整 備 普 通 貸 借 他の場合にはその債権者と協定するものによる。

72,000又 は 5.0以内 ただし、据置期間は２年以内とし、本市財政の都合に

事 業 費 証 券 発 行 より償還期限を短縮し、又は繰上償還若しくは低利に借

換えすることができる。

土 木 施 設 災 害 復 旧

42,600同 上 同 上 同 上

事 業 費

雨 水 処 理 施 設

22,600同 上 同 上 同 上

災 害 復 旧 事 業 費

千円
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（変 更）

補 正 前 補 正 後

起債の目的

限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円 ％ 政府資金については、その 千円 ％ 政府資金については、その

融資条件により、銀行その他 融資条件により、銀行その他

普通貸 借 の場合にはその債権者と協定 普通 貸借 の場合にはその債権者と協定

河 川整備 するものによる。 するものによる。

98,200又 は 5.0以内 ただし、据置期間は２年以 102,700又 は 5.0以内 ただし、据置期間は２年以

事 業 費 内とし、本市財政の都合によ 内とし、本市財政の都合によ

証券発 行 り償還期限を短縮し、又は繰 証券 発行 り償還期限を短縮し、又は繰

上償還若しくは低利に借換え 上償還若しくは低利に借換え

することができる。 することができる。
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議案第９８号

平成２９年度川越市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

（総 則）

第１条 平成２９年度川越市公共下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（債務負担行為）

第２条 平成２９年度川越市公共下水道事業会計予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限

度額を次のとおり追加して補正する。

事 項 期 間 限 度 額

中島雨水ポンプ場機電設備復旧修繕工事 平成２９年度から平成３０年度まで ６８，０００千円

平成２９年１２月７日提出

川越市長 川 合 善 明
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